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石川県における幼児の健康福祉に関する研究
一保育園における親子のふれあいレクリエーション企画と実践-
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はじめに

子どもたちを取り巻く社会の多様化や家庭環境の変化に伴い、夜型化した大人の生活リズムに子ども

の生活が左右されるようになり、子どもたちの生活も夜型化が進んで、きた。 2006(平成 18)年、石川県

中能登町においても、「就寝時刻が遅く、睡眠時聞が短いJr朝の排便がないJr室内あそびが多く、戸

外あそびが少なし、」という幼児 1)が多く確認された。子どもたちの様子からも、日中にぼんやりとし

たり、落ち着きがなくイライラしたりして、集中力に欠ける等、生活習慣の未確立とそのリズムの乱れ

が大きな原因となっているのではないかと思われた。

保育園での登降園時の親子をみると、登園時に母親と離れられずに、抱っこをせがんだり、玄関まで

保護者を追ってふれあいを求めたり、降園時にはスムーズに帰ることを渋ってお迎えに来た人を困らせ

たりする子どもが増えており、家庭では親子のふれあいが少ないのではないか、また、子どもの気持ち

を受け入れられずに、保護者の都合で過ごしているのではなし、かと恩われる様子が確認された。

このような状況から、保育園でも、親と子がふれあう機会を少しでも多く確保できないか、また、生

活リズムの改善に害干与する運動を導入して、親子でスキンシップを図る活動を計画することで、親に子

どもと遊ぶことが楽しいと感じてもらい、あわせて、子どもには親とふれあって甘えることで親を独り

占めにできる経験をしっかりもたせたいと考えた。そして、様々なふれあいあそびを提供していくこと

で、家に帰っても親子で遊んでほしいと願った。また、親子で遊んで気持ちが安定することで、園での

あそびにももっと集中でき、食事もおいしく進み、夜には心地よい眠りに入れるのではないかとも考え

た。

そこで、保育者が実感として感じている「幼児の生活リズムの乱れ」と「親子のふれあいの減少」と

いう問題を改善するための方策を模索し、保育実践の中で、親子のふれあいレクリエーションを企画・

実践してきた。そして、子どもたちだけでなく、保護者の方にも良き方向への変化が見られたので、そ

の実践の概要を報告する。

方 法

具体的に子どもたちの生活実態を把握するために、 2008年 1月、中能登町内の保育園全 5園に通う

幼児 413名(年少児 131名、年中児 137名、年長児 145名)に対して、平日の 3週間、就寝時刻および

起床時刻、睡眠時間を記録した。また、生活リズムの改善と親子のコミュニケーションづくりのために

企画した「親子レクリエーションj は、登園時に親子でできるあそびや運動を 1つあるいは 2つ行って

もらい、降園時(16時 15分'""17時)には、お迎えに来た保護者から、わが子を連れてホールに集まり、

担当の保育者からあそびを紹介してもらいながら、親子または保育者と子どもでレクリエーション活動

を千子った。

1 .親子レクリエーションの企画と実践

1)登降園時の親子ふれあいあそびの実践

結 果
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表 1 登降園時の親子レクリエーション(ふれあいあそび)の内容

-おんぶ・だっこ・向い両い・ほっぺタッチ

-肩たたき・肩車・ぶらんこ・ハイタッチ・ムギュ

-一本橋こちょこちょ・おしり相撲・げんこつ山のたぬきさん・フープ電車

あそびの種類 -手押し車・ひこうき・でんぐり返り・スーパーマン

-ロボット歩き・ワニ歩き・スキップ・かけっこ

-ジャンケン電車・ジャンケン足踏み・足ジャンケン

-ペンギン歩き・逆さペンギン 等

あそびの
-サイコロ -ころころゲーム -ノレーレット -くじ引き

-カード -ストローくじ -りんごカード
選択手段

-トランプ式カード -ふれあいBOX -ふれあいHOUSE 等

表2 登降園時の親子レクリエーション(ふれあいあそび)の経過

問題点 手立て

登降園時の少しの時間を利用して、遊ぶ姿が見 保護者には機会を見て言葉をかけ、子

られるようになってきたが、ふれあいあそびを どもには保育者が相手になり、あそび

する親子が限られていた。 の楽しさを知らせた。

初めは喜んで取り組んでいたが、子どもの興味 2ヶ月ごとにサイコロの面を 2面ずつ

が持続せず、だんだん遊ぶ親子が少なくなって 変え、あそびの種類や選択手段を変え

いた。 ることで興味の持続を図った。

園にきょうだいのいる子どもは、同時にできず、 保育者が側につき、時間差で楽しめる

保護者が困っていた。 ように実質的に援助した。

祖父母の迎えが多いので、体の大きな子どもと 祖父母の方も無理なく取り組むことが

のふれあいは、少し無理があった家族もみられ できるように、運動的なあそびと手あ

た。 そびの 2種類を準備した。

年齢が低いと、あそびを選択することが難しか あそびを保護者に選んでもらうように

った。 した。また、日替わり・週替わりであ

そびを掲示した。

パス通園の子どもは、親子で遊んで、いる様子を 保育者が相手をしたり、布団の手入れ

うらやましそうに見ていた。 日で保護者が来る日を利用したりして

遊んで、もらえるように工夫した。また、

くじゃカードを持ち帰ることも許可し

た。

登校園時の親子ふれあいあそびの内容については表 1に、その経過については表 2に、それぞれ示し

た。実践を続ける中で、子どもたちには、興味や関心を持続させて取り組んでもらえるように、あそび

の種類や選択方法を増やしていった。

2. 行事での親子レクリヱーション(ふれあいあそび)の実践

親子ふれあいあそびを提案した当初は、「重いからJI時聞がなし、からJI面倒くさし、からJIまた、今

度」等と言って、親子ふれあいあそびに対して積極的に取り組めない保護者が見受けられた。また、パ

ス通園の子どもたちは、登降園時の親子ふれあいあそびを経験できなかったため、多くの親子に活動を

楽しんで、もらいたいと考え、保護者の集まる機会を利用して、大人数で親子のレクリエーションの行事

に取り組んだ。その際には、パス通園の家庭や、普段はなかなかふれあいあそびができない親子に対し

ては、より楽しんでほしいと思い、保育者から積極的に声を多くかけるようにしたところ、「こんなが

に遊べばいいね~ ! J I楽しかったわ!J I知らないあそびをたくさん教えてもらえて嬉しし、JI親子で
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抱っこしたりおんぶしたりは、今しかできないので、できるだけ参加したしリ「異なる年齢の子どもた

ちから芦をかけられて、喜んで、遊んでいる姿を見て嬉ししリとの声や、家庭においても「お父さんにし

てもらったよ!J等の声が聞けるようになった。

3. 保育実践前後の子どもたちの生活実態

就寝時刻および睡眠時間の 3週間の変化を、図 l-l~図 2-3 に示した。就寝時刻は徐々に早まり、

睡眠時間は長くなる特徴がみられた。とくに、年少児クラスと年長児クラスにおいて、その傾向がみら

れた。
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図1-3 3週間の就寝時刻の変化(年長児クラス)
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図2-2 3週間の睡眠時間の変化(年中児クラス)
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このほか、登園時に泣いて玄関まで保護者を追いかけてふれあいを求めていた子どもが泣かなくなっ

たり、朝の保育プログラムにすぐに切り替えるのが難しかった子どもも、スムーズにクラスに入れるよ

うになった。

考 察

実践当初の子どもたちの生活は、就寝が遅く、短時間睡眠であり、親とのふれあい体験が少ないとい

う子どもが多かったが、保育園における午後あそびに加えて、積極的に親子あそびに取り組むことで、

夜には心地よい疲労感が得られ、就寝が早まり、睡眠時間は長くなっていった。

保育での運動あそびの重視だけでなく、登降園時の際や行事を設けての親と子のふれあいあそびの奨

励を通して、戸外あそびや家族での健康的な活動も促進され、結果的に子どもたちの夜型化した生活リ

ズムの改善につながり、さらには、親と子のふれあい時聞が増え、子どもたちも情緒面で落ち着いてき

た。このように、親子ふれあいあそびは、わずかな時間で 1つや 2つのあそびをするだけで、子どもた

ちの情緒を安定させ、園での活動にスムーズに移行できる効果につながっていった。

また、本実践を通して、保育土も他の保育土の遊ばせ方が参考になったり、自分自身もいろいろなあ

そびを勉強したりと、お互いの向上の場となったようである。あそびの合間には、保護者同士や保護者

と保育士のコミュニケーションの場にもなり、日頃の子どもの様子についても共通理解がもてるように

なる等、様々なところで効果はみられたと言えよう。しかし、平日の参加であることや、お迎えの時間

を合わせてのふれあいをすることは難しい等の少数の声もあり、曜日を変えたり、保育参加日をもっと

活用する等して、計画を常に再考してきた。今後は、親子でのふれあいあそびを継続していけるように、

選択方法ゃあそびの内容を工夫するとともに、家庭でも楽しんで遊ぶことができるように、保護者の集

まる機会を利用し、さらにふれあいあそびの良さや楽しさを知らせ、広めていきたいと考えている。

室内での過度なメディア利用よりも、子どもが小さい頃からできる親子の体操や、子ども同士の組体

操、放課後の運動あそびやレクリエーション活動を健康づくりの刺激として与えていくことで、近年、

乱れている子どもたちの生活のリズムが健康的に改善していくものと言えよう。これらの取り組みは、

確実に、家庭づくり、地域づくり、ひいては地域の防犯や子育て支援につながっていく。

まとめ

本研究では、幼児の「生活リズムの乱れj と「親子のふれあいの減少」という問題を改善すべく、子

どもたちの生活実態を的確に把握し、子どもたちの抱える問題点を見いだして問題の改善計画を立て、

保育実践に取り組んできた。

そして、保育園における改善策として、毎日の登降園時の親子レクリエーションの奨励と並行して、

行事でも親子レクリエーションを実践し、親子あそびの日常化を図った結果、朝のわずかな時間で 1つ

や2つのあそびをするだけで、子どもたちの情緒は安定し、登園後の園での活動への移行にスムーズに

つながっていった。

今後は、これまでの活動を継続しながら、新たに保育園ごとに特徴ある取り組みを加えていくように

したい。

本研究は、平成 21年度科学研究費(基盤研究(A) 20240065.研究代表者 前橋 明)の助成をいた

だいて行われた。
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